
広報資料詳細版

モデルのなかのグランツーリスモ：
新型

は、力強いパワーとバランスのとれた運動性能を、日常ユースにおける

高い実用性と融合したスポーツクーペです。新開発された ツインターボエンジン

は、 （ ）最高出力と の最大トルクを発揮します。全モデルに標準

装備される ドライブシステムを介してパワーを 輪に振り分けることで、最高レ

ベルのトラクション、ハンドリング、走行安定性を実現しています。さらに、革新的なイ

ンフォテイメントシステムや、相互に連携して作動する数多くのドライバーアシスタンス

システムを装備しています。

エクステリアデザイン

新型 は、グランツーリスモとしてのスポーティなキャラクターを明確に

打ち出しています。このクルマの担当デザイナーは、かつてのレーシングカー、

からインスピレーションを得ました。フロント、サイド、リヤのいず

れの部分にも、 モデルならではのデザインが採用されています。第二世代の

の全長は で、先代モデルと比較すると、 長くなっています。全

高は で、 低くなっています。 の全幅は、先代モデルとほぼ同

一です。

と比較すると、ハニカム構造を採用したシングルフレームグリルがより幅

広くフラットに見えます。ここには、 の文字と のエンブレムが設置されて

おり、その下には、ボディと対照色のブレードが、左右のエアインレットを連結する形で

設置されています。ハニカム構造はこのエアインレットにも採用されており、フロントビ

ューをよりダイナミックに見せる効果を生んでいます。

ヘッドライトは、標準仕様でも テクノロジーを用いており、オプションのマトリクス

ヘッドライトを選択すると、ベゼル部分のカラーがより暗いものとなります。

ではさらに、追加のラテラルエアインレットを設置して、車体の幅広さと精

悍な印象を強調しています。
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サイドシルエットでは、シャープなショルダーラインが特徴的なウェイブを形成し、エレ

ガントでエモーショナルな雰囲気を醸し出しています。ショルダーラインには 次元的な

造形が採用され、光と陰の見事なインタープレイが演出されています。ボディサイドでは、

いわゆる ブリスター により、ホイールアーチの上の膨らみを強調。実際、その

部分はボディ幅が 拡大されています。幅広くなったドアシル部分は、ボディ同色

でペイントされ、ブラックもしくは、オプションでカーボンのインサートが装着されます。

マットアルミ調のサイドミラーハウジングは、オプションでカーボン、ボディ同色、もし

くはブラックの仕様をオーダーすることができます。

リヤエンドでは、 専用のディフューザーインサート、 エグゾーストシステムの楕円

形テールパイプ、 テールライトの外側に設置された縦長のエアインレットなどが、ス

ポーティなアクセントとなっています。ブラック、もしくはオプションのカーボン仕上げ

のスポイラーリップが、精悍なイメージをさらに高めています。

さらなるカスタマイゼーション オプションとして、グロスブラック、カーボン、マットア

ルミ仕上げのパーツから構成されるスタイリングパッケージも用意されています。ボディ

カラーは 色の設定となりますが、 から、エクスクルーシブな専用カラーと

してソノマグリーンメタリックが用意されています。さらに、アウディ エクスクルーシブ

プログラムを利用すると、自由な調合による特別なカラーを選択することができます。

エンジン

新開発された は、初代 に搭載されていた の伝説を現代

に受け継ぐエンジンです。 年から 年まで生産されたその高性能 エンジンは、

（ ）のパワーを発生していました。 ユニット同様、新しい高性能 も

ツインターボエンジンとして設計されています。先代 に搭載されていた高回転

型の自然吸気 ユニットと比較すると、トルクの面でも効率の面でも改善され、新たな次

元に到達しています。

大胆なエアインレットと対照色

でペイントされたブレードを備

えた バンパーにより、新型

のフロント

は、よりスポーティで精悍な印

象を与えます。

幅の広いシングルフレームグリ

ルは、ブラック仕上げのハニカ

ムグリルをアルミ調のフレーム

で縁取ったデザインになってお

り、 の文字が力強いア

クセントになっています。



は、従来型よりも 高い の最大トルクを、 ～

の幅広い回転域で発生します。 （ ）の最高出力は、リッターあたり

に相当します。これにより、新型 は、 － をわずか

秒で加速します。先代モデルと比べると、これも 秒速くなっています。 ダイ

ナミックパッケージを注文した場合、電子的に に制御されている最高速度は、

に高めることができます。

排気量：

最高出力： ～

最大トルク： ～

最高速度： 、 （オプション）

加速： 、秒

複合モードにおける燃料消費量：

複合モードにおける 排出量：

駆動システム フルタイム

トランスミッション 速ティプトロニック

モジュラーコンセプト：新世代の

は、 に搭載されている から派生したエンジンです。内部にか

かるより大きな応力を考慮して、シリンダーのストロークを より 短くし

て にしています。 と同じ のボアと組み合わせることにより、

の総排気量を得ています。クランクケースには、グレー鋳鉄で作られた薄壁の

シリンダーライナーを組み込んでいます。クランクシャフトのメインベアリングの径も

に対して、 拡大しました。

砂型鋳造を用いたアルミシリコン合金製クランクケースの重量は、わずか です。い

わゆる「ディープスカート」を採用したこのクランクケースは、ウォールを下方に長く伸

ばすことにより、さらなる軽量化を図っています。エンジン単体の重量は で、先

代 の自然吸気 と比べると 軽くなっており、車両の絶対重量と

ともに、前後アクスルの重量配分を適切化する効果を生んでいます。



バンクの内側に排気系を配置したアウディ独自のレイアウト

つのターボチャージャーが、それぞれ各シリンダーバンクの片側を担当して、最大

バールの過給圧を発生させます。アウディの他の最新 エンジンと同様、タ

ーボチャージャーは、 バンクの内側に設置されており、シリンダーヘッドも、排気

系が内側、吸気系が外側という配置になっています。このレイアウトにより、エンジン外

寸をコンパクトに収めると同時に、排ガス経路を短縮して、フローロスも最小化。結果と

して は、アクセルペダルの動きに対しきわめて敏感に反応するエンジンに仕上

がっています。

燃料消費の削減：新開発の燃焼方式「 サイクル」

高出力を発揮する の美点は、パフォーマンス面だけではありません。同時に、燃

費効率の面でも高い水準をクリアしています。 （新欧州ドライビングサイクル）で、

新型 は、 走行あたりわずか しかガソリンを消費しません。

これは、 排出量に換算すると に相当し、先代モデルと比較すると、燃料消費量

は ％も削減されています。これには、 サイクルと呼ばれるアウディ の新しい燃

焼方式が大きく貢献しています。とりわけ、日常的な走行で圧倒的に使用比率が高い中間

負荷の運転状況において、 サイクルは、素晴らしい効果を発揮します。

吸気工程において、インテークバルブは、ピストンが下死点に達するかなり前に閉じます。

そのようにバルブの開時間を非常に短くすることで、吸入するエアの量が相対的に少なく

なります。ピストンが下死点を過ぎて上昇に転じても、圧縮工程の開始が通常より遅れる

ことになります。それにより、名目上の圧縮比を（過給エンジンとしては）高い ：

に設定することが可能になり、燃焼を相対的に小さな容積のなかで行うことができます。

短い圧縮工程に対し、膨張行程は長くなるため、燃焼効率が向上します。

従来型のミラーサイクルの場合、充填効率が下がることでトルクとパワーが低下していま

した。しかし、アウディの エンジンは、ターボチャージャーと ステージのアウデ

ィバルブリフトシステム（ ）を組み合わせることにより、そのようなデメリットを解

消しています。 の 本のカムシャフトは、クランク角にして の範囲で調整さ

れます。高負荷、高回転で運転している場合には、 により吸気バルブが閉じるタイミ

ングが遅くなります。バルブの開放時間も、クランク角にして から まで延長さ

れ、同時にバルブリフト量も から に拡大されます。それによって、シ

リンダーの充填率が大幅に向上して、 は力強く吹き上がり、印象的なパワーを発

揮するようになります。

サイクルの燃焼プロセスで要となるコンポーネントのひとつが、燃焼室の中央に設置さ

れたインジェクターです。これにより、吸気バルブ周りのエリアを、吸気ポートと併せて、

燃料の霧化に有利な形状にすることが可能になりました。コモンレールシステムにより、

燃料は燃焼室内に バールの圧力で噴射されます。高い噴射圧により、燃料の霧化が

促進され、結果として、燃焼時の均等な火炎伝播が実現しています。
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独立した経路：サーマルマネジメント

もうひとつ、 の高効率を支えている技術要素となっているのが、サーマルマネジ

メントシステムです。クランクケースとシリンダーヘッドには、それぞれ独立した冷却回

路が設置されています。冷間始動後には、切り替え式のウォーターポンプがエンジン内の

冷却水の流れをコントロールして、エンジンオイルが可能な限り早く温まるようにしてい

ます。エグゾーストマニフォールドはシリンダーヘッドと一体化された設計になっており、

その中にも冷却回路を設置して暖気時間を短縮しています。エンジンが温まった後には、

排ガス温度の過度な上昇を抑えて、とくにスポーティに走行する際の燃料消費量を、大幅

に削減しています。 ツインターボエンジンの高効率には、低い内部フリクションも貢

献しています。例えば、オイルポンプは無段階可変式で、必要に応じた圧力を発生します。

また、チェーン駆動のシステムにも、駆動力の少ない新しい方式を採用。クランクシャフ

トは、ギヤを介してバランサーシャフトを駆動する仕組みになっており、バランサーシャ

フトは バンクの低い位置に配置されています。この部分から、チェーンが つのカムシ

ャフトスプロケットに掛けられています。スプロケットは、力のピークを補正するために

トリオーバル（ つの辺を持つ楕円）形状をしており、バランサーシャフトの支えにはロ

ーラーベアリングを用いて、フリクションロスを最少化しています。

ツインターボの力強いサウンド

エンジンは、始動させた瞬間から独特のサウンドを奏でます。高負荷運転におい

ては、エグゾーストシステムのフラップが開いて、さらに豊かなサウンドを奏でます。こ

のフラップの開閉は、全モデルに標準装備されているダイナミックハンドリングシステム

のアウディドライブセレクトを介して、任意にコントロールすることができます。これは、

標準装備される エグゾーストシステムの場合も、オプションのブラックテールパイプ

トリムを用いた エグゾーストシステムを選択した場合も同様です。インテーク

システムも大幅な改良が加えられ、光沢仕上げのステンレス製パイプを用いて、吸入エア

がスムーズに流れる設計となっています。

ドライブトレイン

新型 は、シフト時間を最適化して素早く、スポーティな変速を実現した

速ティプトロニックを標準装備しています。ギアセットとシフト機構の新しいレイアウ

トにより、操作抵抗が減り、効率面でも改善されています。ギヤの多段化により、幅広い

走行領域において、エンジンを理想的な負荷ポイントで使用することが可能になりました。

段の前進ギヤのうち、低い側には加速重視の短いレシオを採用する一方で、高い側には

長めのレシオを与えて、クルージング中のエンジン回転数と燃料消費を抑制しています。
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ドライバーは、 と の自動モードを選択できるほか、ステアリングホイールに設置され

た 専用のシフトパドルを使って、マニュアル操作を行うことができます。トランスミ

ッションへの指令は電気的に行なわれます。発進時には、ダイナミックスターティング機

能により、トラクションが最適に制御されます。この機能を使用すると、

は、強力な加速力を発揮するようになります。その場合は をスポーツモード

にして、ティプロトニックのセレクターレバーを ポジションにしておく必要があります。

パワーをダイナミックに分配： ドライブシステム

フルタイム システムは、このセグメントのクルマのなかで、ユニークなセ

ールスポイントのひとつになっています。このシステムは、駆動トルクを前後輪に非対称

及びダイナミックに振り分けることにより、新型 のスポーティで安定し

たハンドリング性能に大きく貢献しています。通常の走行状況では、リヤアクスルに少し

多めにパワーが振り分けられます。純粋に機械的に作動するセンターディファレンシャル

が、駆動トルクの ％をリヤアクスルに、 ％をフロントアクスルに配分します。もし、

どちらかのアクスルでスリップが発生した場合、スリップしていないもう一方の側のアク

スルにパワーの大半が配分されます。その場合、フロントに最大 ％、リヤに最大 ％

のトルクが伝達されます。この高いロック率によって、駆動トルクの理想的な配分と、コ

ントロールシステムとの精妙な連携が実現しています。

オプションのスポーツディファレンシャルにも、 モデル専用のチューニングが施され

ており、コーナリング中もしくは加速時に、よりダイナミックなレスポンスを提供します。

これには、リヤ左右間のトルク分配をアクティブに行う機能が備わっています。新型

に採用された最新世代のディファレンシャルは、重量が従来型より約 軽

くなっています。

最新の システムには、ホイールセレクティブトルクコントロールも採用され、よ
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ホイールセレクティブトルクコントロールにより、 フルタイム システム

の機能が完全なものになりました。これは、高速コーナリング中、コーナー内側の前

後ホイールに、精密に計算されたブレーキをかけて介入し、タイヤの空転を事前に防止す

るシステムです。左右輪の推進力に差が生じることで、クルマはわずかにコーナー内側に

姿勢を向けるため、俊敏性、ハンドリングの正確性、安定性がさらに向上します。

つのモードを備えた 専用チューンのスタビライゼーションシステム

新型 には、 モデル専用のチューンが施されたエレクトリックスタビ

ライゼーションコントロール（ ）とアンチスリップコントロールシステムが搭載され

ています。 には、通常のモードに加えて、システムの介入が遅くなるスポーツモード

が設定されています。このモードを選ぶと、低 μ 路でのドリフトコントロールも可能と

なり、ドライビングプレジャーが高まります。さらに のボタンを 秒以上押し続け

ると、 の機能が完全にキャンセルされますが、これはサーキットなどで本格的なスポ

ーツ走行を楽しむ場合を想定したモードです。

シャシー

新型 のサスペンションの開発コンセプトは、縦方向と横方向の力を最適

に吸収するというものでした。フロントには、さらに進化した リンク式サスペンション

が採用されています。リヤにも、従来のトラペゾイタルリンク式のシステムに代えて、今

回から リンク式サスペンションを採用しています。このシステムの利点は、スポーティ

な走行特性と俊敏なハンドリングが得られることで、同時に快適性も大幅に向上します。

標準装備される スポーツサスペンションは、ベースモデルよりも地上高が 低く

なっています。さらに、オプションでダイナミックライドコントロール（ ）を採用し

た スポーツサスペンションプラスを注文することができます。このサスペンションは、

スチール製のスプリングと、 字型のオイルラインで相互に結ばれ、中央に調整バルブが

設置された 段階調整式可変ダンパーを使用しています。高速でコーナーに進入すると、

カーブに対して外側に位置するフロントホイールのダンパー内のバルブが働いて、ダンパ

ーオイルの流れが制御されます。もっとも応力のかかるホイールのダンパー減衰力を高め

ることで、ピッチングやロールといった動きが抑制されます。これによって、車両の安定

性が高まりハンドリングが向上します。コントロールバルブを内蔵した新世代のダンパー

が搭載されたことで、アウディドライブセレクトで走行モードを切り替えたときのドライ

ブフィールの違いもより顕著なものになっています。

ドライバーは、アウディドライブセレクトを用いて、ドライビング特性を自分好みに設定

することができます。アウディドライブセレクトを介して調整できるのは、エンジン及び

ステアリング特性です。さらに、 、 、 、 の つのモー

ドから選択することで、ティプトロニック、エグゾーストフラップに加え、オプションモ

ジュールの各制御プログラムも変更することができます。
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標準装備の電動パワーステアリングも、今回改良が施されていますが、さらにオプション

で、 モデル専用のチューニングを施したダイナミックステアリングも選択することが

できます。スーパーポジションギヤを採用したこのシステムでは、クルマの速度、及びア

ウディドライブセレクトで選択された走行モードに応じて、最大 ％の範囲でステアリ

ングのギヤレシオが可変制御されます。限界的なコーナリングに際しては、システムが、

瞬的にカウンターステアによる介入を行ない、ハンドリング性能を高めるとともに、安全

性を確保します。ただし、アウディドライブセレクトの モードを選択した場合

には、ダイナミックステアリングのスーパーポジションギヤは固定されて、スポーティな

ドライビングスタイルがサポートされます。

新型 には、 インチの鍛造軽合金ホイールと サイズのタイヤ

が標準装備されます。さらにオプションで、様々なデザインの インチホイールを注文

することが可能で、そのなかには、きわめて軽量に仕上げられた完全削り出し加工のホイ

ールも含まれています。その場合のタイヤサイズは、 となります。それら大径ホ

イールの背後には、パーフォレーテッド（孔あけ）加工が施された強力な スチールブ

レーキが装着されています。ディスクのサイズは、フロントが 、リヤが

です。 のロゴが刻まれた ピストンブレーキキャリパーは、通常ブラックでペイント

されていますが、オプションでレッドのペイントも選ぶことができます。また、フロント

ブレーキについては、やはりオプションで、高性能なセラミックブレーキも設定されてお

り、その場合、 径のパーフォレーティドディスクと ピストンキャリパーの組み

合わせとなります。

ボディ

シリーズの他の全モデル同様、新型 も、大幅な軽量化の恩恵を受け

ています。空車重量は で、旧型より 軽くなっています。とくにボディは、

このセグメントのクルマのなかでもっとも軽量に仕上がっており、体系的な軽量構造とイ

ンテリジェントな素材の組み合わせにより、先代モデルと比べて単体で 軽くなりま

した。例えば、インストルメントパネル下のモジュールクロスメンバーは、アルミの押し

出し材及び薄板で構成されており、フロントクロスメンバーには、アルミ押し出し材が採

用されています。

また、フロントストラットドームは、鋳造アルミパーツを複雑に組み合わせた設計になっ

ており、多数のスチールパーツを溶接して作った一般的なストラットドームと比べて、こ

の部分だけで重量が 軽くなっています。この設計により、サスペンションのアッパー

リンクとボディ接続部分の剛性が高まり、きわめて正確なステアリングレスポンスが実現

しています。これは、ダイナミックなハンドリング性能を得る上での、最適な前提条件と

なっています。

乗員セルの部分では、熱間成形スチールパーツにより、衝突安全性に優れた強固な骨組み

が構成されています。熱間成形スチールパーツが使われているのは、フロントボディとイ

ンテリアの接続部、ルーフフレームの前方部分、 ピラー、サイドシル、フロアの一部な
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どです。これらのパーツは、ボディ全体の ％を占めています。オプションで、素地を

露出させたカーボンルーフも設定されており、このルーフを選択すると、さらに重量が

軽くなります。

卓越した捩じり剛性を実現したボディは、精密なドライビングレスポンスと静かで快適な

乗り味の基盤となっています。新型 は、この面でもライバルをリードし

ています。特性を切り替えられるエンジンマウントにより、アイドリング時の振動も最小

に抑えられています。新型 はまた、パッシブセーフティの面でも、最高

の水準を満たしています。室内では、万一の場合、フロントシートに装着されたアダプテ

ィブパッセンジャーレストレイントシステムが、優れた保護機能を発揮します。このシス

テムは、ドライバーと助手席乗員の着座位置、及び衝突の状況に合わせてフロントエアバ

ッグとシートベルトフォースリミッターの働きを調整し、その効果を最適化します。

インテリア

ホイールベースが 延長され、ボディ外寸が拡大されたことに加え、シートの設計

が少しコンパクトになったことで、ドライバーと乗員のためのスペースが拡大されていま

す。先代モデルと比較すると、前席のショルダールームは 拡大されており、後席

のニールームも 広くなっています。さらに、収納ボックスが付いたフロントセン

ターアームレスト、大型のドアポケット、 つのカップホルダー、ロータリーライトスイ

ッチの下に新設されたフタ付きの小物入れなど、収納スペースも充実して、日常的な使い

勝手を高めています。ドライバーと助手席乗員の利便性を高めるもうひとつのアイテムが、

シートベルトの高さ調整機能で、これにはベルトの引き出し 収納を容易にするパワーベ

ルトフィード機構が組み合わされています。リヤシートは 人掛けで、中央に折り畳み式

のアームレストと収納トレーが設置されています。リヤシートのバックレストは、トラン

クのリモートロック解除機構を使って、 ： ： の 分割で倒すことが可能です。

ラゲッジコンパートメントの容量も、先代モデルから 拡大され、このセグメントでは

最大級の が確保されています。テールゲートにはパワー開閉機構が標準で備わって

おり、さらにオプションで、センサーコントロール機能を追加することもできます。セン

サーコントロールを装着すると、リヤバンパーに内蔵された近接センサーが、ユーザーの

蹴る動作を感知して、テールゲートが開くようになります。ユーザーがオプションのアド

バンストキーを携帯していた場合には、近づいただけでテールゲートが自動的に開錠され、

開くようになります。



新型 のインテリアは、上質かつスポーティなスタイルでまとめられてお

り、水平基調のインストルメントパネルにより、広々とした雰囲気が演出されています。

ドアを開けると、 のロゴが備わった照明付きのドアシル（全モデルに標準）が、ド

ライバーと乗員を歓迎します。ドアトリムとセンターコンソールの曲線に沿って、 の

ライトガードが埋め込まれており、オプションのアンビエントライティングを装着すると、

そこから 種類もの色の光が発せられるようになります。

インテリアはブラックが基調になっています。菱形パターンとエンボス加工による の

エンブレムを採用した スポーツシートにより、高性能クーペとしてのキャラクターが

明快なものになっています。シートはレザーとアルカンターラの組み合わせとなり、シー

トヒーターとランバーサポートも標準で備わっています。他にオプションで、上質なナッ

パレザーにハニカムパターンのステッチを施した スポーツシートも注文することがで

きます。 スポーツシートは、パーフォレーテッド ミラノレザー仕様も用意されていま

す。

フラットボトムの スポーク マルチファンクション スポーツレザーステアリングホイ

ールには、便利なマルチファンクションボタンが備わっていて、そこからインフォテイメ

ントシステムなどを操作することができます。このステアリングホイールには、アルミの

アクセントが付いたハイグロスブラック仕上げのシフトパドルも装着されており、 の

バッジが、ステアリングホイールのリムのほか、 専用のシフトゲートにも取り付けら

れています。 のインテリアでもうひとつのハイライトが、オプションの

デザインパッケージです。このパッケージを注文すると、センターコンソールのほか、

アームレスト、シートベルト、 ロゴ付きのフロアマットに鮮烈なレッドのカラーが採

用されます。また、ステアリングホイール、セレクターレバー、ニーパッドが、アルカン

黒と赤でまとめられたスポーティな

インテリア。ボトム部分がフラット

になった スポーツレザーステア

リングホイール、ステンレススチー

ル仕上げのペダル類、 スポーツシ

ートなどが全モデルに標準装着され

ます。オプションで、ハニカムパタ

ーンの飾りステッチを用いた上質な

ナッパレザーのシートカバーも注文

することができます。

赤い飾りステッチは、ステアリング

ホイール、センターコンソール、ア

ームレスト、シート、フロアマット

などに採用されて、視覚的アクセン

トになっています。カーボン仕上げ

の装飾トリムにより、ダイナミック

な印象がさらに強調されています。



ターラで覆われるようになります。また、アウディ エクスクルーシブが提供するソノマグ

リーン デザインパッケージを選択すると、エクステリアのエクスクルーシブな新色にマッ

チした対照色の飾りステッチで、インテリアの各部が装飾されます。

ディスプレイと操作系

新型 に標準設定されるアナログメーターパネルは、いずれも大径丸形の

モデル専用スピードメーター（スケールは まで）とタコメーターを採用し

ています。それら つのメーターのあいだには、ドライバーインフォメーションシステム

の インチカラーディスプレイが設置されています。ベーシックな仕様では、センターコ

ンソールのアウディ ディスプレイも インチですが、オプションの ナビゲー

ションプラスを装備すると、このモニターが インチに拡大されます。

このインストルメントに関しては、他にオプションでフルデジタルのアウディバーチャル

コクピットを注文することができます。その場合、解像度 ピクセルの

インチ ディスプレイに、詳細かつドライバーが選択した情報が映し出されます。他の

すべての モデルと同様、ディスプレイの画面は、インフォテイメントビュー、クラシ

ックビューのほか、 専用モードが設定されています。このモードを選ぶと、丸形のタ

コメーターが大きく映し出されて、その内側に速度がデジタル表示されるようになります。

ドライバーは任意に、丸形メーターの周囲に必要な情報を表示することができます。それ

らは、例えばトルク（ ）、パワー（％）、タイヤ空気圧と温度（バール ℃）、 フォ

ースといった値です。このタコメーターはまた、シフトインジケーターとしても機能して、

速ティプトロニックをマニュアルモードにして運転したとき、エンジン回転数が上がる

につれ、グリーンからオレンジ、レッドへと色が変化します。エンジンがレブリミットに

達しそうになると、メータースクリーン全体が赤になって点滅を始めます。 モードの

もうひとつの機能であるラップタイマーは、 ラップまでタイムを記憶し、各ラップを

比較することもできます。その他、タイヤ、エンジンオイル、トランスミッションオイル

の温度や、タイヤ空気圧といった重要な車両情報を選択して表示することもできます。

もうひとつ、新型 にオプション設定される先進機構が、ヘッドアップデ

ィスプレイです。このシステムは、運転に必要なすべての情報を、ドライバーの視界内に

あるフロントウィンドウ上に、数字もしくは分かりやすいアイコンで映し出します。それ

によって、ドライバーは前方の状況に集中することができます。ここでもまた、 モデ

ル専用のコンテンツとして、シフト指示のライトやラップタイマーのディスプレイ、オイ

ル温度といった情報を表示させることができるようになっています。

インフォテイメントシステムの操作は、主として、左右非対称デザインのセンターコンソ

ールに設置されたロータリープッシュボタンを使って行います。これにはオプションで、

指を使っての文字入力や、画面のズーム スクロールなどが行える大型のタッチパッドを

追加することができます。さらに、新型 のドライバーは、数多くの日常

会話のフレーズも理解する自然言語によるボイスコントロールを介して、様々な機能を操
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作できます。インテリジェントなフリーテキストサーチ機能により、わずか数文字入力し

ただけで検索結果を得ることができます。また、マルチファンクションステアリングホイ

ールから、様々な機能を操作することが可能です。

アウディでは新型 に、デラックス オートマチック空調コントロールシ

ステムもオプション設定しています。これは、温度と送風モードを、ドライバー、助手席、

後席で、それぞれ独立してコントロールすることを可能にした空調システムです。このシ

ステムでは、デジタルの温度表示が、操作ダイヤルの上に表示されます。この設計により、

すべての操作を、ごく少ないボタンとダイヤルだけで行えるようになっています。センサ

ーを備えたスイッチに指を近づけると、それまで暗かった に表示が現れて、そこでボ

タンを押すことで機能を選ぶことができます。後席の乗員は、リヤセンターコンソールに

設置された専用のコントロールユニットを使って、温度の設定などを行うことができます。

インフォテイメントと

充実したインフォテイメントシステムのラインナップにより、新型 の乗

員は、車内に居ながら、最高水準のエンターテインメントを楽しむことができます。なか

でも、オプションで提供される タッチ付きの ナビゲーションプラスは、解像

度 ピクセルの インチモニターを採用した最上級のインフォテイメントシ

ステムです。これには、 ドライブ、 のフラッシュメモリーのほか、 つのカー

ドリーダー、 （外部入力）端子、充電機能を備えた 端子が含まれます。さら

に、 のハードウェアモジュールも組み込まれています。それにより、 テ

クノロジーを使ったインターネットとの常時接続が可能になっています。クルマに常時イ

ンストールされている により、ヨーロッパ全域をカバーするローミン

グサービスを含めた固定料金の接続サービスパッケージを 年間無料で利用することがで

きます。さらに、オプションの ホットスポットを注文すると、手持ちのモバイルデ

バイスから、インターネットに接続できるようになります。

新型 では、交通標識情報やハザード情報の提供など、革新的な

テクノロジーを用いたサービスの幾つかが、すでに利用可能となっています。いずれも、

を他のアウディモデルと接続して、 を介し、リアル

タイムで情報の交換を行います。

交通標識情報サービスの場合、オンボードカメラの画像から制限速度を読み取り、そのデ

ータを携帯電話ネットワークを介してクラウドサーバーに送ります。サーバーでは、収集

したデータを処理して、他のアウディドライバーにも利用できるようにします。車載のド

ライバーアシスタンスシステムがこの情報をもとに、状況を予測して効率的なクルーズコ

ントロールの制御を行ないます。ナビゲーションのマップも、この情報に基づいてアップ

デートされていきます。
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ハザード情報サービスの場合は、事故の発生や故障車両、滑りやすい路面、視界不良とい

った状況について、クルマどうしで警告し合います。システムは、それを実行するために、

車載の電子装置や、雨滴 光センサーからのデータ、ヘッドライト、フロントワイパーの

操作モードなど、様々なパラメーターを分析しています。事故や故障が発生すると、即座

に システムによりエマージェンシーコールが作動し、エアバッグが展開した場合に

も報告が行われます。システムは、保存した情報をクラウドに送信します。メーターパネ

ルには警告表示が現れ、同時にボイスメッセージで、そのことがドライバーに伝えられま

す。

また、無料の コネクトアプリを使うと、手持ちのスマートフォンの予定表を

に転送するなど、様々な機能が利用できるようになります。 を介して、数

多くの音楽 オーディオのブックタイトル、 を超えるインターネット ラジオ局にア

クセスすることもできます。このアプリを使用すれば、 、 （施設 観光情

報）、あるいは サービスの情報などを、スマートフォンからクルマのナビゲーシ

ョンシステムに転送することもできます。

標準装備される セーフティ＆サービスパッケージにも、同様に便利で役立

つ機能が数多く含まれています。そのひとつであるリモート機能は、 コネクト

アプリを使って、離れた場所から、クルマの状況を確認したり、駐車している場所を探し

たり、ドアのロックやロック解除を行ったりすることができます。このパッケージにはま

た、新しい機能として、エマージェンシーコール、オンラインロードサイドアシスタンス、

アウディサービスリクエストなども含まれています

アウディスマートフォンインターフェイスは、 と を介して、

と のスマートフォンを、車載のインフォテイメントシステムの環境と融合し

ます。アウディフォンボックスを利用すれば、スマートフォンを車載のアンテナにつない

で受信クオリティを向上させると同時に、 基準に準拠した非接触充電により、スマート

フォンの充電を行うことができます。

音響の面でも、 は新しい境地を切り開きました。オプションで提供され

る サウンド付きバング＆オルフセン サウンドシステムは、立体的な音響を再現するこ

とが可能です。このシステムは、 つの追加スピーカーを採用し、そのうち つずつを、

インストルメントパネルと ピラーに装着しています。それにより、まるでコンサートホ

ールにいるような、臨場感のある音響体験を得ることができます。システムの心臓となる

のは チャンネルのアンプで、それにより合計 のスピーカーを鳴らします。

後席のサイドパネルトリムの裏に設置された つのサブウーファーにより、豊かな低音を

奏でます。
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ドライバーアシスタンスシステム

最大 種類ものドライバーアシスタンスシステムが用意された新型 は、

この分野でもライバルをリードしています。幾つかのアシスタンス機能は全モデルに標準

となっており、さらに個々のシステムを単独もしくは「 」、「 」、「 」

といったパッケージにまとめて搭載することができます。様々なテクノロジーをインテリ

ジェントに組み合わせることで、クルマの安全性、快適性、効率が高まっています。その

一方で、自動運転のテクノロジーも、さらなる発展を遂げました。

ここで中心的な役割を果たしているのが、トラフィックジャムアシスト及びストップ＆ゴ

ー機能を備えたアダプティブクルーズコントロール（ ）です。 は、自動的に加減

速を行って、前を走るクルマとの距離を安全に保ちます。車間距離は つのレベルから選

択することが可能で、加速の度合いも、アウディドライブセレクトのモード選択を介して

調整することができます。この機能は、ティプトロニックとの組み合わせで、 ～

のあいだであれば有効となります。ストップ＆ゴー機能により、必要に応じて

クルマを静止状態まで自動的に減速し、ドライバーが望めば、再スタートも自動で行って

くれます。また、 以下の速度で比較的混雑した道を走っているときには、トラフ

ィックジャムアシストの機能が働いて、交通の流れに乗るよう、アクセルとブレーキの操

作を自動的に行います。ハイウェイなどの車線が整った道路であれば、システムが一時的

に、ステアリング操作も代行することができます。この場合、システムの能力の範囲内で、

自動的に前を走るクルマを追従して、ドライバーの負担を軽減します。

予測効率アシスタントは、クルマの周囲の 情報を分析して、燃料消費の削減に結び

付く運転上のアドバイスを行うシステムで、このセグメントではユニークな機能のひとつ

です。衝突回避アシストは、障害物を避ける運転操作をサポートし、事故の発生を回避す

るシステムです。このシステムは、フロントカメラ、 及びレーダーセンサーからの情

報をもとに、一瞬の判断で推奨される回避経路を計算します。その他、新型

には、ターンアシスト、パークアシスト、クロストラフィックアシストリヤ、エグ

ジットウォーニング、カメラベースの交通標識認識システム、アウディアクティブレーン

アシストといったシステムも用意されています。

新型 に標準で備わっているアシスタンスシステムのひとつが、アウディ

プレセンスシティです。このシステムは、 以下の速度で走行中、前方の交通状況

をカメラなどを使って監視して、他の車両や歩行者を検知し、緊急時にはフルブレーキを

かけます。同じく標準装備されるアウディサイドアシストは、ドライバーの車線変更操作

を助けるシステムで、 以上の速度で走行中、他の車両がブラインドスポットにあ

るか、もしくは後方から急速に近づいてきた場合、ドライバーに警告を発します。この場

合、サイドミラーに設置された ライトが点灯します。

もうひとつ標準装備された機能であるスピードリミッターは、 ～ のあいだの

任意の速度に設定することができ、速度規制の厳しい市街地や、工事で規制が敷かれてい

る場所を走るときなど、非常に便利です。ドライバーの集中力が衰えている兆しがあれば、

システムが警告を発して、休憩をとるように促します。
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装備

新型 は、標準仕様でも、非常に充実した装備を誇ります。 ヘッドラ

イト、 テールライト、 スポーツサスペンション、 インチ鍛造アルミホイール、

エグゾーストシステム、アウディドライブセレクトといった機能 装備が、すべてのモ

デルに標準装着されます。黒を基調にしたインテリアは、レザーとアルカンターラの組み

合わせとなり、ダイヤモンドパターンのステッチ及びランバーサポートを備えた スポ

ーツシートや、 専用のマルチファンクション スポーツレザーステアリングホイール、

ステンレススチール仕上げのペダルなどにより、スポーティなイメージが強調されていま

す。同時に、エアコンディショナーや、 インチのカラーディスプレイを採用した

ラジオプラス、 、シートベルト高さ調整と連携したベルトフィード機構、アジ

ャスタブルスピードリミッターといったシステム＆アイテムにより、快適なドライブがサ

ポートされています。さらに、アウディプレセンスシティ、アウディサイドアシスト、パ

ーキングシステムプラス、マルチコリジョンブレーキアシストといったアシスタンスシス

テムや、ビークルコントロールを含めた セーフティ＆サービスパッケージ

も、全モデルに標準で提供されます。

新型 は、 年 月から、ドイツ及び他のヨーロッパ各国で販売開始

されます。ベース価格は ユーロです。第 世代の は、初代の

輝かしい成功を引き継ぐことになるでしょう。 年の発売以来、アウディはこれまで

に 台以上の をお客様に納車しています。
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